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マングローブの特徴と分布 

1. 言葉の由来とその定義 

わか国の北海道，本州や四国にはマンクローフか生育していないので，マン 

クローブを実際にみることはてきない。沖縄ではマンクローブのことを「ヒル 

ギ」 と呼び親しみ，身近な樹木のーつである。中国や台湾ではマングローフを 

「紅樹」と呼ひ，台湾の台北郊外には「紅樹林」と名前をつけた駅も作られてい 

る。筆者らは毒外でマングローブの植林活動や技術指導をしているか，そんな 

時に一番困るのは「マンクローブの語源はなに？」 と訊かれることである。 

1) 語 原 

マンクローブ（mangrove) の語源については，色々な説かあり，英語の辞書 

'‘ウェフスター（Webstet ; Mish eta! Ed' 1988)'’によると，"mangrove'' はポ 

ルトガル語の“man g ue'' あるいはスペイン語の“mangle" か語幹になり，それ 

に英語の‘'grove" （小さな森の意味）が一緒になってできあかった単語とされ 

ている。しかしなから， このウェブスターの説明では， ポルトカルやスペイン 

に生育していないマンクローブを示す‘'mangue'' や“mangle”がポルトガル語 

やスペイン語に取り入れられた理由は説明できない。 

ウェブスターの解釈に疑問を抱いているのは筆者だけてはない。国際的なマ 

ンクローブの調査や研究事業を土宰しイタリア語，ポルトカル語，スペイン語， 

フランス語，英語などか堪能て，国際マンクローブ生態系協会（ISME・ Intei 

national Society for Mangiove Ecosystems）の副会長をされているマルタ・ 

ヴァンヌソチ（Marta Vannucci)博士もそのー人である。 

彼女は大航海以前のポルトガル語やスペイン語で記載されている海図を調べ 

man g ue や mangle あるいはそれに類する記号や単語か大航海以前の海図に 

示されていることに気かついた。 ポルトカルやスペインにマングローフはない 

のて，航海に出て最初に立ち寄ったてあろうアフリカ西海岸の言葉かmangue 

やmangle の語原となっているに違いないと推測している。彼女の西アフリカ 

語源説の信憑性は高い。しかし，今日までマングローブの語源は明らかにされ 

ず，謎というのか本当のところである。 

2） 定 義 

語源は謎に包まれているが，MacNae (1968）はマングローブという単語の 

使用上の混乱を避けるために，マンクローブ（mangrove) を個々の植物に，マ 
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ンガル（man gal) を森林群落(forest community）に用いることを推奨した。 

Tomlinson (1986）はマンクローブ（mangrove) を「熱帯の潮間帯に成立する 

森林群落（forest community）の構成植物（constituent plants)，あるいは森 

林群落（forest commumty）そのもの」を指し示すと定義している。木書では 

マンクローフとマンカルを使い分ける必要かないので，マンクローブのみを用 

い,不必要な混乱を避けることにしたい。面倒な説明はともかく,高山に生え 

ている植物を総称して「高山植物」 と呼ぶように，潮の満ち干の影響を受ける 

－潮間帯」あるいは「感潮帯」（荻野1991）に分布している植物をまとめてマン 

グローブと理解して頂きたい。したかって，本書ではマンクローブを植物の総 

称以外にマンクローブ生態系（mangrove ecosystems)， マンクローブ林 

(mangrove foiests)，マンクローブ群落(mangrove communities）なとのよ 

うに用いることになる。 

ところで， サクラにはヒカンザクラ， ミヤマザクラなとがあり， マツにはア 

カマツ，クロマツ， リュウキュウマッなどのように和名にーサクラ」や「マツ」 

のついたものかある。しかし，マングローブの場合には，和名にリュウキュウ 

マンクローフやオキナワマンクローフなどのように 「マンクローブ」 かついた 

植物はない。なお，オヒルキのことを英名で“red mangrove'’と呼ひ， ヒルギ 

ダマシの仲間を"black mangrove'’ と呼ぶこともあるか， それらは通称であ 

り，樹種名を学名（scientific name）で表記したときにはやはり 「mangrovej 

と名前のついた植物はないのである。 

2 構成種 

マングローブのすべてがタコの足のような支柱根を発達させ，鉛筆を大きく 

したような形の胎生種子（後述）をつけていると思っていることか少なくない。 

しかし種数だけでみると，支柱根も出さず，胎生種子をつけない樹種か多いの 

てある。 

Tomlinson （前出）に基つくとマングローフ植物は110 種以上に達し，「主要 

な構成種(major components)J,「副次的な構成種(minor components)山 

「付随的な構成種（associates）」 の三つに区分される（表I -I, 1-2 参照）。こ 

の区分では「士要な構成種」か重要であり，－付随的な構成種」かマンクローブ 

4 態系にとって不必要な植物てあるということではない。 

－主要な構成種とは，マンクローブ林だけに生え，陸Lの植物群落には生える 

　

ンガル (mangal) を森林群落 (forestcommun ・ty) に用いることを推奨 した。

Tomllnson(1986) はマ ングローブ (mangrovc) を「熱帯 の潮間帯に 成立する

森林群落 (forest community) の構成植物 (consutuent plants), あるいは森

林群落 (forestcommlin・ty) そのもの」を指し示すと定義している。本書では

マンクローフとマ ンカルを使い分ける必要かないので , マンクローブのみを用

い, 不必要な混乱を避けることにしたい。面倒な説明はともかく, 高山に生え

ている植物を総称してず高山植物」と呼ぶように,潮の満ち干の影響を受ける

「湖間帯」あるいは「感潮帯」(荻野 1991)に分布している植物をまとめてマン

グローブと理解 して頂 きたい。 したが って , 本書ではマ ングローブを植物の総

称 以 外 に マ ン ク ロ ー ブ生 態 系 (mangrove ecosystem も), マ ン グ ロ ー ブ林

(mangrovc folcsts), マ ンク ロー ブ群 落 (mangrovecommunit ・cs) な との よ

うに用いることになる。

ところで , サクラにはヒカ ンザクラ, ミヤマザクラなどがあり, マツにはア

カマツ, クロマツ, リュウキュウマツなどのように和名に 「サクラ」や 「マツ」

のついたものかある。 しか し, マ ングローブの場合には, 和名 に リュウキュウ

マ ンクローフやオキナワマングローフなどのように 「マンクローブ」かついた

植物 はない。なお , オヒルキのことを英名で“red mangrov ざ と呼ひ, ヒルギ

ダマシの仲間を "black mangrov ぜ と呼ぶ こともあるか, それ らは通材・であ

り, 樹種名を学名 (sclenti【icname) で表記 したときにはやはり「mangrove 」

と名前のついた植物はないのである。

2 構成種

マングローブのすべてがタコの足のような支柱根を発達させ, 鉛筆を大きく

したような形の胎生種子 (後述)をつけていると思っていることか少なくない。

しかし種数だけでみると, 支社根も出さず, 胎生種子をつけない樹種か多いの

てある。

Tomlln もon( 前出 ) に基づ くとマ ングローフ植物 は 110種以上に達 し,「主要

な構成種 (majorcomponcnts) 」,「副次的な構成種 (minorcomponents) 」,

「付随的な構成種 (associatcs)」の三つに区分 される (表 エー1,1 ‐2参照 )。こ

の区分では「丁要な構成種」か重要であり,「付随的な構成種」かマンクローブ

4 熊系にとって不必要な植物てあるということではない。

「‐に要な構成種とは,マンクローブ林だけに生え,陸 Lの植物群落には生える



3 

表1 -t マングロープの土要な構成種と副次的な構成挿 
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表1 -2 マンクローブの付随的な構成種 
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表 1-2 マンクローブの付随的な構成種

AcanLhaccdc

AnacardMcede

Apocyndceae

Batldaceae

BIgnonldceae

CclaS1rd しeae

CombretaLede

Composltae

Ebenacede

Euphorblacede

F1acourtlaLede

Go{)denlaceae

GuLtlfcrde

Lccy もhldacede

Lcgumln0 もde

Malvaceae

ハ4elastomataceae

n4ellaceae

八尾yrlst1caceae

Myrslnaceae

pdlmde

Panddllaceae

Rublaceae

Rutaceae

saplndaceae

Sapotaccae

TI1・aceae

OW -ロ世界 ,NW 新世界 ,P ‘;↓11十界
Tolnl・nson(1986) か ら引用 (一部故写 )

　　　　　　　

　　　
　　　　　　　

尺/眠りdod872 旧

　　　　　

　　　　　　　　　　　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

。
る
分
-ぴ
ぴ
ぴ
州
一
M
m
ぴ
ぴ
州
ぴ
紙
ぴ
ぴ
州
ぴ
ぴ
ぴ
爪
駅
の
び
州
爪
帆
鎖
州
ぴ
の
州

ク
い
に
"
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(

」
-

q
U▼ー
q
U▼ー
▼ー
▼ー
▼ー
▼ー
▼ー
▼ー
▼ー
っ
一▼ー
T
▲▼ー
▼ー
っ
』▼ー
っ
一
ワ
』
ワ
』
T
▲
ワ
"
.
▲
.
▲
.
▲
1
▲
.
▲
.
↓
.
↓

Cerわem 3(OW)
Rh αModem α 1(Nw)
βoぬs l(~2)(P)
Aアアヱカノヱヱ乙eCれo l(Nw)
　　　　　　　　　　　　 　　　　 　

DOZzc′zo“d'の 28 1 0 W

coss 乙728

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

T潔わBrosZy′zs

　　　　　　　　　　

G′oc′"dzo れ

　　　　　　　　　

SCOZO 力Zo

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

βorr乙アマgroアZzo

cy,このアマ8zrα

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　

ルforα

　　　　　　　

　　　　　　　
　　　　　　　

7ソ2espesZO

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　

ルず)′rsme

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

46

NW)

I NW
2(P)
1(OW)
1(OW)
1(OW)
1(OW)
1(OW)
1(OW)
1(OW)
1(OW)
1(OW,NW)
2(OW)
1(NW)
1(OW)

8
10
2
00
00
始
5
幼
20
50
m
00
4
12
10
00
12

　　　
　
　

　　
　
　

　　　

　
　

1(OW) I
1(OW)
2(OW)

59(~60)

マンクローブを構成 陸七の植物群落
名 しているかあるいは に分布するおお

禽岸に分布する秤数 よその師数
3
02
0
3
3

1
30
9
80
1
00

ー
000
0

　
　

　
　
　
　

り′
十
n
U
n
U
(
U
n
V
n
V
ハh
U
n
V
n
V

^
d
Q
J
に
U
▲
4
7
十
▲"
'

=̂
V
に、
U

　
　

　
　

190
50
30



5 

ローブと考え勝ちてある。しかし，マンクローブ林にも，そして陸上の森林に 

も出現する植物（付随的な構成種，従マンクローブ）であっても，マンクロー 

ブ林の構成には欠くことのできない植物であり，マンクローブ4態系の中でそ 

れなりの役割を果たしていることをあえて強調しておきたい。 

3. 分 布 

Tomimson の区分に基っき，わか国に分布するマングローブを小したのか 

表I -3 である。 この表から明らかなように－主要な構成種」だけだとヒルギモ 

ドキ， ニッパヤシ， オヒルギ， メ ヒルギ， ヤェヤマヒルギ， マヤプシキ （ハマ 

サクロ）， ヒルギダマンの7 種である。「副次的な構成種」てあるシマンラキ， 

ミズカンピ， ミミモチシダ，サキシマスオウノキを加えると11種になり，さら 

に付随的な構成種であるオオハマホウ，サキシマハマホウ，オキナワキョウチ 

クトウ，テリハボクなどを加えると30 種近くになる。 

面積でみると沖縄県のマンクローブ林は約530 ha とされ（沖縄国際マング 

ローブ協会1991)， これに奄美大島，屋久島，種子島，薩摩半島なとのマンク 

ローブ林の面積を加えても‘わが国全体の面積は約600 ha前後にしかならな 

いであろう。 

国別のマンクローフ林の面積は国際マングローブ生態系協会（International 

表I -3 我カ」司に分布するマンクローブの才要な構成種と副次的な構成種 

科 名 神 名 

A 

B 

／クンン科（Combretaceae) 

ヤシ利(Palrnae) 

ヒルギ科（Rhizophoiaceae) 

ヒルギモドキ awan ttzera , aceniosa Wil Id ) 

ニノパヤノ（Nyba frut,cans (Thuob ) Wurmb) 

オヒルギ（Bi uguirna gymnw rliiza (L ) Lamk ) 

メヒルギ(Kandaiw ca,dei (L ) Di uce) 

ヤエヤマヒルギ（Rh,zophoia sかlosa Gulf) 
ー，-, -,- , 3- (O-.-,,,-.-#._. -- ii、,, I C11.4l3 

マヤプノキ科(Sonneiatiaceae） ノノ「7 、3VfUIEI ttutt (LIVttリ '3 hI山i) 

クマツゾユ1土」：Veilienaceae) ヒルギダマノ u rncemna marina (Forsk )  Vierh) 

トウダイグサ科（Euphorbiaceae) ノマノラキ（Excaeca, 'a agailocha) 

ミソハギ科（Lythiaceac) ミズカンピ（Fbmp加s acidula) 

ワラビ利(PIe, idaceae） ミミモチンダ（A crost,ch inn anルum) 

アオギリ科（Sterしuhaceae) サキ／マスオウノキ（Hemle命 ituoraits) 

A 土要な構成種，B 副次的な構成種 

庄） Sonneratiaceac は，初島(1975）てはハマサクロ科としているか，本田 

(1982） てはマヤプシキ科としているので，後者に従った。 

ロープと考え勝ちてある。 しか し, マンクローブ林にも, そして陸上の森林 に

も出現す る植物 (付随的な構成種 , 従マ ンクローブ) であっても, マ ンクロー

ブ林の構成には欠くことのできない植物であり, マンクローブ斗態系の中でそ

れなりの役割を果たしていることをあえて強調しておきたい。

3. 分 布

Tomllnson の区分に基つ き, わか国に分布す るマ ングローブをホ したのか

表 1-3 である。この表から明らかなように「主要な構成種」だけだとヒルギモ

ドキ , ニ ッパ ヤ シ , オ ヒル ギ , メ ヒル ギ , ヤ エヤ マ ヒル ギ , マ ヤ プ シキ (ハ マ

サクロ), ヒルギダマソの 7種である。「副次的な構成種 i てあるシマソラキ,

ミズカンピ, ミミモチシダ, サキシマスオウノキを加えると 11種 になり, さら

に付随的な構成種であるオオハマホウ, サキシマハマホウ, オキナワキ ョウチ

クトウ, チリハボクなとを加えると 30種近くになる。

面積でみると沖縄県のマングローブ林は約 530 ha とされ (沖縄国際マング

ローブ協会 1991), これに奄美大島, 屋久島, 種子島, 薩摩半鳥などのマンク

ローブ林の面積を加えても わが国全体の面積は約 600ha 前後にしかならな

いであろう。

国別のマ ングローフ林の面積 は国際マ ングローブ生態系協会 (lnLemat・onal

表 1-3 枚か国に分布するマンクローブのJ′要な構成種と副次的な構成種

料 名 櫛 名

ノク ン ン科 (CombrcLaceae) ヒル ギ モ ドキ (Lz‘7mmzem ′αce''70sα W ・1id)

ヤシ不一 (Pa1mae) ニノパヤノ (~め qfγ臨 c伽 (Thunb)Wurmb)

ヒルギ科 (Rh,zopho ーacede) オヒルギ (βmgz‘そのqgy,mm ′m! 如 (L)Lamk)

メヒルギ (比の縦昭雄 cの'〆〃!(し)DJ Uce)

ヤエヤマ ヒルギ (尺短歌や加川 郡)の肌 G1・ff)

マヤプ / キネ十 (Sonne,aL,dccae) マヤプノキ (Sのけ2g他力ααとりαJ sm,もh)

クマツツごラ科 (Ve,ねe順 e e)- ヒルギダマバ Awce'z' 竺 ?mm2 α (Forsk)Y1erh)

トゥグィグサ料 (Euphorblaceae) ノマ ノラキ (Eズcogcの mdgo/ ‘ocノ7α)

B
ミソハギ料 (Lyもmacedc) ミズカンピ (Pの'7Pms αczd"/")

ワ ラ ビ科 (Ptelldaceae) ミ ミモ チ ソ ダ (Acγos女物 “7〃‘ほぼせ"777)

アオギ リ科 (SterLullaceae) サキ ノマスオウノキ (品α′ごねβわ れとの〆為)

A 土要な構成稀 ,B 副次的な構成秤
江 ) Sonncrat ・aceac は, 初 島 (1975) て は ハ マ サ ク ロ科 と して い る か , 本 田

(1982) てはマヤブシキギトとしているので, 後者に従った。
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Society for Mangrove Ecosystems - ISME）か1997年に出版した“World 

Mangrove Atlas'’に収録されている。世界のマングローブの分布の概略を図 

I -1 に図示し，国別のマンクローブ林の面積を表1 4 に示したか，マングロー 

ブの分布は赤道を巾心に北半球は北回帰線の少し北まで，南半球では南回帰線 

の南側までということになる。 

マンクローブ林の「主要な構成種」だけに限定すると，太平I羊地域の北限は 

鹿児島県薩摩半島でメヒルギか分布している。ここのメヒルギはリュウキュウ 

コウガイとも呼ばれ，沖縄からの移入種ではないかとの議論もあるか，その真 

偽については定かでない。明らかに移人されたメヒルキとしては南伊豆町弓ケ 

辰のものかあり，種子島から持ち込まれ,花や種子もつけている（竹岸1997) 

オヒルキの分布の北限は奄美人島，ヤェヤマヒルギの」日製は沖縄島の東村（慶 

佐次川），ヒルギモドキは沖縄島の官野座村（億首Ill)である。ヒルギダマシの 

北限は宮古島で，マヤプシキは西表島と石垣島，ニッパヤシは西表島か分布の 

北限である。 

メヒルギの太平洋地域の」日製を鹿児島県薩摩半島と考えると，緯度か北緯31 

'-'32二大西洋の北限はパーミューダ諸島でAvicennia genninans（ヒルキタマ 

シの仲間）とRhizophorn mangle（ヤエヤマヒルギの仲間でフメリカヒルギと 

呼はれる）か分布しているか， この緯度も北緯31-'32。てあるから，北緯31'-' 

32。付近かマンクローフの北限ということになる。南限は南緯38-39。のニュー 

ンーラントの北島とオーストラリア大陸南端のヒルギタマシてある。南半球で 

、 

阜1 

図I-i FI界のマングロープの分布（色の農い部分か分布域） 

　

Soclety for Mangrove Ecosystcms ・ISME) が i997 骨 に出版 した "World

Mangrove Atlaぎ に収録 されている。 世界のマ ングローブの分布の概略を図

1一1に図示 し,国別のマングローブ林の面積を表 1 4 に示 したか , マングロー

ブの分布は赤道を中心に北半球は」ヒ回帰線の少し北まで,-判半球では南回帰線

の南側までということになる。

マンクローブ林の「主要な構成種」だけに限定すると, 太平芹地域の北限は

鹿児島県薩摩半島でメヒルギか分布している。ここのメヒルギはリュウキュウ

コウガイとも呼ばれ, 沖縄からの移入種ではないかとの議論もあるか, その真

偽については定かでない。明らかに移人されたメヒルキとしては南伊豆町弓ヶ

浜のものかあり, 種子島から持ち込まれ, 花や種子もつけている (竹岸 1997)。

オヒルキの分布の北限は奄美人鳥, ヤエヤマヒルギの北限は沖縄島の東村 (慶

佐衣川), ヒルギモドキは沖縄島の′日野座村 (億勘 11)である。ヒルギダマシの

北限は宮古島で, マヤプシキは西表島と石垣島, ニッパヤシは西表島か分布の

北限である。

メヒルギの大半洋地域の」ヒ眼を鹿児島県薩摩半島と考えると,緯度か北緯 31

~320, 大西作の北限 はバー ミューダ諸島で AU に馴粥α郡′粥〃m“s( ヒルキタマ

シの仲間 ) と尺/zzgop力om “?α7zg‘e( ヤエヤマ ヒルギの仲間でアメ リカヒルギと

呼はれる) か分布しているが, この緯度も北緯 31~320 てあるから,」ヒ簿 31~

320ィJ近かマ ンクローフの北限 ということになる。南限は南緯 38~3 ずのニュー

シーランドの北島とオース トラリア大陸 -習端の ヒルギタマシてある。南半球で

1*11…1 世界のマングローブの分布 (色の濃い部分か分布域)
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表1 -4 世界のマンクローブ林の面積 

(11泣 1'000 ha) 

国 面 積 国 名 面 積 

アシア合計 7,003 9 オセアニア合引 1.7168 

日本 05 ソロモン諸島 64 2 

台湾 03 フィンー 38 5 

フィリピン 139 7 トンカ 10 

中国 67 0 ニューカレドニア 20 0 

ベトナム 252 5 バプアニューギニア 411 6 

ブルネイ 70 ニューノーランド 19 8 

マレーゾア 641 2 オーストラリア 1.161 7 

ノンガポール 18 中南米・カリブ晦合引 3,832 9 
イノトネゾア 4,254 3 メキンコ 524 6 
タイ 173 6 ェルりルバドル 35 2 
カンボシア 10 0 ニカラクア 60 0 
ミャンマ- 3790 コスタリカ 41 3 
バングラテノュ 405 0 パナマ 171 0 
インド 356 5 コロンヒア 358 0 
スリランカ 63 0 エクアドル 161 8 
パキスタン 249 5 ペル- 48 
アラブ首長国連邦 30 キューバ 529 7 

アフリカ合訂 3,667 9 ハイチ 

セネカル 185 3 ドミニカ 

ガンヒア 49 7 プェルトリコ 

ギニア・ヒソ- 2484 クアテロープ 

ギニア 296 3 マルティニノク 

ノェラレオーネ 183 8 トリニダード・トハコ 

リヘリア 19 0 カイアナ 150 0 

ヘニン 69 スリナム 115 0 

ナインェリア 1,051 5 仏領キアナ 55 

カメルーン 243 4 ブラシル 1,012 4 

カホン 612 9 へ不スエラ 250 0 

サイール 22 6 ジャマイカ 10 6 

アンゴラ 125 0 ホンンュラス 121 3 

コートンホアール Is 0 クアテマラ lb 0 

カーナ 10 0 ヘリース 73 0 

コンコ 12 0 バハマ 142 0 

ケニア 53 0 バーミューダ 0I 

タンサニア 115 5 

マダカスカル 331 5 

モサンヒーク 85 0 

南アフリカ 

10 ha 未満の国は未記人。また， lOha --lOOha の国は， 100 ha すなわち01としてあ 

る。なお，現在はイノド不ノアのマングローブ林の面積は4 白力ha以トに威少して 

いるともいわれている。(UI際マンクローブ生態系協会1995年資料なとより） 

m
“
」
「
1
9
n
 

ア

表 1-4 1ーt界のマンクローブ林の面積

(単位 1,oooha)

国 名 面 積国 名 面 積 国 l
アシア合計 7,003 9

F1本 0 5
台湾 0 3
フィリピン 139 7
中国 67 0
ベ トブーム 252 5

ブルネイ 7 0
マ レー ソア 641 2

ノ ンガ ポ m ル 1 8

イノトネソア 4,254 3
タイ 173 6
カンポシア 10 0
ミャ ンマ ー 379 0

バ ング ラテ / ュ ′105 0

インド 356 5
スリランカ 63 0
パキスタン 249 5

アラブ首長国連邦 3 0
アフリカ合言1 3,667 9
セネカル 185 3
ガンヒア 49 7
ギニ ア ・ヒソ ー 248 4

ギニア 296 3
/ エ ラ レオ ー ネ 183 8

リヘ リーア 19 0

ヘ ニ ン 6 9

ナインエリア 1,051 5
カ メ ル 「 ン 243 4

カホン 612 9
サ イ ー ル 22 6

アンゴラ 125 0
コ「 トンホ ア ー ル 15 0

力而ナ 10 0
コ ン ゴ 12 0

ケニア 53 0
タンサニア 115 5
マダカスカル 331 5
モ サ ン ヒー ク 85 0

南アフリカ 11

オセアニア合蛋1 1,716 8
ソロモン諸島 64 2
フ ィ ン‐ 38 5

トンカ 1 0
ニ ュ ー カ レ ドニ ア 20 0

ノぐプ ア ニ ュー ギ ニ ア 411 6

ニ ュ r ノー ラ ン ド 19 8

オ ー ス トラ リア 1,161 7

」お南米 ・カリブ侮合計 3,832 9
メキ ンコ 524 6
エノレサ ル′ぐドル 35 2

ニカラクア 60 0
コスタリカ 41 3
ノぐナマ 171 0
コロンヒア 358 0
エクア ドル 161 8
ペ ル ー 4 8

キ ュ 「ノぐ 529 7

ハイチ 18 0
ドミニカ 9 0
プエル トリコ 6 5
ク ア テ ロ肝 ブ 8 0

マ ル テ ィニ ノク 1 9
トリニ ダ ー ド ・トハ コ 7 2

カイアナ 150 0
ス リナム 115 0
{ム領キアナ 5 5
ブラシル 1,o12 4
ヘネスエラ 250 0
ジャマイカ 10 6
ホンソユラス 121 3
クアテマラ 16 0
へ リー ス 73 0

バ ハ マ 142 0

が 0 1バー ミューダ

loha 未満の国 は未記人。 また,loha~looha の因は,loohd すなわち 0 1 としてあ
る。なお , 現在 はイ ノドネ / ァのマ ングローブ林の面積 は 4 両方 ha 以 卜に減少 して
いるともいわれている。 q国際マンクローブ生態系協会 1995作資料なとより)
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は北半球よりも高緯度にまでマンクローブか広がっている。 この北半球と南半 

球の分布の違いを，秋永（1992）は最寒月の月平均気温と最暖月の刀平均気温 

で説明している。すなわち，最寒月の月平均気温か10C以I一，最暖月の月平均 

気温か20-25℃以上の地域にマングローブか分布しているということである。 

この説か止しいかどうかはそれそれの樹種の耐寒性を詳細に調へてみなけれは 

結論つけられないかもしれないか，マングローフの分布の目安として秋永説か 

利用可能である。 

4 利 用 

1） 樹 高 

沖縄てマンクローフを説明する時に大変苦労する。最近ラムサール条約の指 

定を受けようとしている漫湖（那覇市と豊見城村の境界）のマングローブ林は 

メヒルギを主体とし樹高は数m にも達しない。樹高か低く，胸高直径か数cm 

に満たないマングローブを日常的にみているのであるから，それらか木材とし 

て利用されることを想像することは難しく， しかも熱帯のマングローブも同じ 

ような大きさたと思い込んでいる。 

私たちのH常牛活の中ての思い込みかとんだ失敗をしでかすことなと日常茶 

飯事であるか， 一度間違って思い込んだものを修正あるいは訂正するのは結構 

厄介なものである。 

沖縄島の那覇市のマンクローフは樹高か低いのであるか，沖縄島から南に約 

400 km 離れた西表島に行くと同じマンクローフであってもかなり景観か異 

なっている。 

西表島には樹高lOm を越え，胸高直径か20cm を越えるマンクローフも希 

てはない。 それもそのはず，第一次人戦直後まで， オヒルギやヤェヤマヒルギ 

の樹皮を煮出してかためたもの（通称カッチと呼はれる）を用いて帆布，漁網 

の染色や小舟の届水防止剤としての利用かあったと語り継かれている。また， 

現在てもマンクローフの材か，古い農家の茅葺き屋根の垂木（たるき）に残っ 

ていたり， ごく最近までオヒルギの幹をイネを干」ためのハサ（稲架）掛けの 

支柱に用いている光景を目にしたことを覚えている。 

世界で最大級のマンクローブかあるということて数自前に南米の赤道直―トの 

国てあるユクアトルまで行ったことかある。 その時の測定ては樹高が60 nlて 

あり，思わずその高さに驚いたものである。私たちか樹高を測定した翌年に， 

　

は北半球よりも高緯度にまでマンクローブが広がっている。この北半球と南半

球の分布の違いを,不束k(1992) は最寒月の月平均気温と最暖月の月平均も温

で説明している。すなわち,最寒月の月平均気温か 1ooC以 1;,最暖月の月平均

気温か 20~2 庁C以上の地域にマングローブが分布しているということである。

この説か1ヒしいかどうかはそれぞれの樹種の耐寒性を詳細に調へてみなけれは

結論づけられないかもしれないか, マングローフの分布の目安として秋永説か

利用可能である。

4 利 用

1) 樹 高
沖縄てマングローフを説明する時に大変苦労する。最近ラムサール条約の指

定を受けようとしている慢湖 (那覇市と豊見城村の境界)のマングローブ林は

メヒルギを主体とし樹高は数 m にも達しない。樹高か低く, 胸高直径か数 cm

に満たないマングローブを日常的にみているのであるから, それらが木材とし

て利用されることを想像することは難しく, しかも熱帯のマングローブも同じ

ような人きさたと思い込んでいる。

私たちのH常生活の中ての思い込みかとんだ失敗をしでかすことなと日常茶

飯事であるか, 一度間違って思い込んだものを修正あるいは訂正するのは結構

厄介なものである。

沖縄島の那覇市のマンクローフは樹高が低いのであるが, 沖縄島から-綿こ約

400 km 離れた西表島に行 くと同じマングローブであってもかなり景観か異

なっている。

西表島には樹高 lom を越え, 胸高直径か 20cm を越えるマンクローフも希

てはない。 それもそのはず , 第二次人数直後まで , オヒルギやヤエヤマヒルギ

の樹皮を煮出してかためたもの (適材・カッチと呼はれる) を用いて帆布, 漁網

の染色や小舟の漏水防止剤としての利用かあったと語り継がれている。また,

現在てもマンクローフのネョか,i い農家の茅葺き屋根の平木 (たろき) に残っ

ていたり, ごく最近までオヒルギの幹をイネを干すためのハサ (稲架) 掛けの

支社に用いている光景を日にしたことを覚えている。

世界で最大級のマンクローブかあるということて数年前に南米の赤道直下の

国てあるエクァトルまで行ったことかある。その時の側定ては禍高が 60m て

あり, 思わずその高さに驚いたものである。私たちが樹高を測定した翌年に,
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しっかりした測量器貝で樹高を再測定したら64w てあったと訂正の知らせを 

受けたか， 熱帯には樹高60 m を越えるマンクローブもある。 タイやイントネ 

シアなと熱帯アシアのマンクローブ林では平均樹高か15-25 m ,時には30 rn

を越えることも希ではない。 

2) 薬にも用いられていた 

マンクローブの中な用途を表I -5 に，タイを中心とした樹種別の利用法を表 

1 -6 に掲げた。一部の樹種は薬にも用いられていたようである。このことに大 

変興味をもっていたので，1996 年にタイを訪れた時に，簡単な聞き取り調査を 

実施した。しかし急激な近代化と安い工業製品や化学製品かマンクローブ林に 

囲まれた小さな村々にまで浸透し，現在では薬としてはほとんと利用されなく 

なってしまっていた。1995年にイントネシアで開催された国内マンクローブセ 

ミナーに参加させて頂いた。その時にオヒルギなどの散布体（後述） を食料と 

して用いているとの講演発表かあった。 しつこく説明を求めたら，薄くスライ 

スしてご飯の増量として一緒に炊き込むが，渋味（柿の渋味であるタンニン） 

か強いので，水に充分さらして渋味を抜かなけれはいけないとのことであっ 

た。 

カリフ海の島国てあるキューハでも，アフリカ東海岸に面した国のタンサニ 

アでもマンクローブ林内で養蜂が行われている。 キューパでの養峰はヒルギダ 

マシ “vwennza manna）の仲間てあるAvicennia gernnnans の林内と聞き及 

んだ。西表島のマンクローブ林内を歩きなから色々な花の蜜をなめてみたら， 

オヒルキの花にたくさんの蜜かあることを発見した。この発見かきっかけで， 

スズメガの仲間や蜂，時には人型の蝶なともオヒルギの花にとまっているのは 

花の蜜を求めてであることかようやく理解できた。私よりもスズメカの仲間を 

はじめ多くの昆虫たちはズーyと賢く，オヒルギの花には蜜かたくさんあるこ 

表1 -5 マンクローブの主な且l途 

燃 料 燃料，木炭I アルコール採取用なと 

染 料 漁網，衣類I 帆布の染色 

飼 料 ャギ， ラクダの飼科 

用 材 建築用材,冢具材，船材，パルプ材，足場材,枕木，マソチ用材なと 

食 用 蜂蜜生産，野菜，果物，ゾュース‘酒の製造,薬剤（ト痢止め）,調味料なと 

その他 屋根葺きH,壁茸き材，巻タバコの紙の代用，家畜の寝ワラI 魚毒（魚採り 

用），塩の生産，皮なめしなと 

　

しっかりしたれ則星器只で樹高を再測定したら64m てあったと訂正のクJIらせを

受けたか, 熱帯には樹高 60m を越えるマングローブもある。 タイやインドネ

シアなと熱帯 アシアのマンクローブ林では平均欄高か 15~25m,!1 寺には 30m

を越えることも希ではない。

2) 葉にも用いられていた

マンクローブの半な用途を表 1‐5に, タイを中心とした樹種別の利用法を表

1‐6に掲げた。一部の樹種は薬にも用いられていたようである。このことに大

変興味をもっていたので,1996 年にタイを訪れた1特に,簡単な聞き取り調査を

実施した。しかし急激な近代化と安い工業製品や化学製品かマンクローブ林に

囲まれた小さな村々にまで浸透し,現在では薬としてはほとんと利用されなく

なって しまっていた。1995年 にイントネシアで間催 された国内マ ンクローブセ

ミナーに参加させて頂いた。その=おこオヒルギなどの散布体 (後述) を食料と

して用いているとの講演発表かあった。しつこく説明を求めたら, 薄くスライ

スしてご飯の増量として一緒に炊き込むが, 渋味 (柿の渋味であるタンニン)

が強いので, 水に充分さらして渋味を抜かなけれはいけないとのことであっ

た。

カ リフ海の島国てあるキューハで も, アフ リカ東海岸 に面 した国の タンサニ

アでもマングローブ林内で養蜂が行われている。キューバでの養峰はヒルギダ

マ シ (A 悦ce'・mom αれm) の仲 間 て あ る A 櫛 c断 潮 Qgerm ・“Q“s の林 内 と聞 き及

んだ。西表島のマンクローブ林内を歩きなから色々な花の蜜をなめてみたら,

オヒルギの花にたくさんの蜜があることを発見した。この発見がきっかけで,

スズメガの仲間や蜂,1特には人型の蝶なともオヒルギの花にとまっているのは

花の蜜を求めてであることかようやく理解できた。私よりもスズメ力の仲間を

はじめ多くの昆虫たちはズーソと賢く, オヒルギの花には蜜かたくさんあるこ

表 1‐5 マンクローブの主な用途

燃 料 燃料, 木炭, アルコール採取用なと

染 料 魚網, 衣類, 帆布の染色

飼 料 ヤギ, ラクダの飼料

用 材 建築用材, 家具材, 船材, パルプ材, 足場材, 枕木, マソチ用材なと

食 用 蜂蜜生産, 野菜, 果物, ジュース, 酒の製造, 薬剤 (ト洞止め), 調味料なと

その他 屋根葺き材, 曜菖き材, 巻タバコの紙の代用, 家畜の寝ヮラ, 魚毒 (魚採り

川), 塩の生産, 皮なめしなと
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表I -6 マンクロープ構成租の刊州 

挿 名 

A Can功us DISC,ノol,ii,, 
andA ebrocleatus 

ACi OSmh川ii aursuin 

A0どiCera corn icu白‘urn 
and A floridian 

A VICCUHJO Spp 

A innmm 

A aI加 

.4 oJjicsnolzs 

Drugmnl bpp 

β cyliiidma 

B gyinnos ,hiza 
andB sexong而 

Cenof's spp 

伽be'a mm」昇Il'1, 

Derris he/eDOpIiyiIIa 

E,woeca, in ogolloclia 

用 途 

果実の軟らかい果肉は，おてきゃ蛇に咬まれた時の解毒剤や 

軟高として用いられる0 葉を調合したものは，リューマチの 

鎮輸削として川いられ，葉のd・は養毛剤として利用される。 

家畜の寝ワラ，屋根耳き材引。 センマイ状の若芽は食川． 

良質てはないか燃糾材として利川され，樹皮は魚毒としてm 

いられる。木炭を作る時の燃料材として一般に川いられる。 

なお．燃料材か不足する時には家戚の燃料材としても用いら 

れる． 

良質な燃料Mてはない。机末な内壁材。 レンカや木炭製過時 

の燃料羽。驚n鎗の冶療薬として広く用いられる。種子から 

の樹脂や軟斉は歳協や楓れものに用いられる。樹皮は皮膚の 

寄生虫や化臓した偽の后療藁として利用される。 

若い葉は野菜のように用いられる。宣蜂の巣の支り』 

樹皮や種fには魚毒か含まれる。樹脂状の彦山物は避肝薬に 

用いられる。裡了の軟督は抱療の置協の痛みを軽誠する．種 

子には毒かあると広えられる。 

裡子や実牛苗は食用。蜂血生産。木炭。木灰から塩の生岸a 

タンニンの生産のための樹皮の利用。甘材．木炭，農料H。 

レンカや木炭製造のための崖料材として利用される。 

燃料材や木材として刊用される。 

魚採取のための各種の支札．幼根は野某のように利nはれ 

る。果尖からH条，臓根から香水．樹皮から桑味，樹皮から 

接着削を採取。果実は，ビンロウのIUII品として噛まれる。 

樹皮はタノニン採取や染料として川いられる。 レン力や木炭 

製‘の燃，I材として刊m. 

木材，燃料材，タンニノ探取，良質の染料として利nはれ 

る。樹皮の典し藁は人量出血を止めると伝えられる。樹皮か 

ら接着削やネノトの保隆剤を採取。ろうけつ染めやマノトの 

材料として刊川。 

果失でこすることにより，リューマチの擁みを和らける，押 

fには藁効のあるオイルか含まれる．樹皮や樹戒には使通効 

果。 

弱い魚毒。 

製紙川パルプ材。樹液や材には使崩効果あり。樹戒は魚奇。 

マノチ材.Th札 燃料Hとして刊用される。 

表 1-6 マンクローブ構成種の利用

種 名

　　　　　　　 　　　　　　　
and 八 Borncze αZz‘s

用 途

果実の軟らかい果肉は, おてきや蛇に暁まれた時の解毒剤や
軟膏として用いられる。葉を調合したものは, リュ←マチの

鎮痛剤として用いられ, 葉の/kま養毛剤として利用される。

家畜の寝ワラ, 屋根菖き材米1。センマイ状の若芽は食用。Aoos なcれzmz α〃rgz′?〃 家 ,;の優 ワ ラ ,
--

即 当じ 。 セ ンマ イ の モチ ま 1 。

Aegzcerm co“2zc"ね‘‘ず加 良質てはないか燃料材 として利用され , 樹皮は魚毒 として用

andA 月orzdのれ いられる。木炭を作 る時の燃料材 として一般に用いられる。

なお,燃料材か不足する時には家庭の燃料材としても用いら
れる。

AUZCe,7 ′猛α SPP

A の坊cm 〆賂

刀rz′gz‘zerαもPP

β gy,77′zo“ればα
and β もeズ4月gz""

Cの′oPS SPP

上)grrrも /ze‘のメガリ′Z‘"

　　　　　　　　　　　　　　　　　

良質な燃料材てはない。粗末な内壁本。レンカや木炭製造時

の燃料税。鷲「1槍の冶療薬として広く用いられる。種子から

の樹脂や軟膏は債鳩や腫れものに用いられる。樹皮は皮膚の
寄生虫や化膿した傷の伶療集として利用される。

若い葉は野菜のように用いられる。蜜蜂の巣の支社-。

樹皮や種- には魚毒か含まれる。樹脂状の修出物は避好薬に
用いられる。種了の軟骨は庖療の債蕩の痛みを軽減する。種

子には毒かあると伝えられる。

種子や実牛苗は食用。蜂蜜生産。木炭。末灰から塩の生粋。

タンニンの生産のための樹皮の利用。柱材, 木炭, 燃料本。

レンカや木炭製造のための燃料材として利用される。

燃料材や木材として利用される。

魚採取のための各種の支札, 幼根は野菜のように利川され
る。果実から自然, 膝根から杏水, 樹皮から薬味, 樹皮から

接首剤を採取。果実は, ビンロウの代用品として噛まれる。

樹皮はタノニン採取や染料として用いられる。レンカや木炭

製造の燃料材として利用。

木材, 燃料材, タンニ /採取 , 良質の染料として利用され

る。樹皮の鈍し薬は人量出ーmを止めると膨、えられる。樹皮か

ら接着剤やネノトの保護剤を採取。ろうけつ染めやマノトの

材料として利用。

果実で こすることにより, リューマチの痛みを和 らげる。種

目こは薬効のあるオイルか含まれる。樹皮や樹液には便通効

果。

弱い実額毒。

製紙用パルプf4。樹敵や材には便通効果あり。樹液は魚雷。

マノチ材,ネ資材, 燃料材として利用される。
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表I -6 マングロープ構成押の利用慨き） 

挿 名 

Ikisnepa hiloralu, 

Luinnitacia spp 

Ny加f,nlicam, 

Oncospa, ma 
I培t"orium 

Rluzophora spp 

&yphiphoto 
hydrophyllacea 

Sonneraiw spp 

S OI加 

S caseoians 

S aham 

Xylocarpus spp 

用 倉 

船材，木材．燃料材として用いられる。地トに落ちた押了に 

は，下癖の冷療効果ありと伝えられる。樹戒には毒札あり。 

木材，柱材として利用。燃料材とI.,ては良負てはない。雌の破 

し藁は驚口繊に用いると伝えられる。 

菓は屋根葺き材．若い集は，巻タハコを巻くのに用いられる． 

樹峨は，砂槙．アルコール．用の生雌に刊用される。 

くい（抗），家の支札，床林 魚採取のための各種の支札 花 

は米巌に調味料（ンースニング）として加えられる。若い果実 

は砂精長とされ，芽は野菜として利用される。 

木材，魚採取川のステソキ，抗 坑道の支甘林 燃料材，木 

炭 タンニン採取に利用される。R mucronabo の樹皮の煎し 

藁は，血腔， 下痢，赤痢，ハソセン氏網に用いると伝えられ 

る。支社根の樹皮と果史の什は,蚊の忌避剤（リペレント）と 

して利用される。巣実からワイン．花の査から蜂蜜か牛ftされ 

る． 

概の支柱，道只の抽．懲料材として用いられる。 

厚い板材，輸H，唯林燃料材として川いられる。 

良質てはない木材や燃料村として刊用。通気根は，魚的りの厚 

きとして利川される．集は誠岳の飼lL 

果実は食用。樹戒は化甘水。葉は山羊の飼料‘良質のバルプ 

材。 

果実は食川。また，果実は捻樫の崖布薬としても用いられる． 

発酔したジュースは，大量出血の抑剣幼果かあると甘われる． 

木材（特にx molucc.nsu,は高価）。 嵐料材としては良質て 

は電い。家具材．タンニン。種子からのオイルは'pーソ●曲 

や瞥髪料。樹皮の煎し薬はコレラに用いられる。鉛筆材。根は 

犬斌の彫刻Iぬ 

Aksornkoae (1987）より引用（一部改写） 

とをとっくに知っていたのである。 

3)木炭としての利用 

マンクロープの林産的な利用の最も’要なものは，製炭材としての利用てあ 

ろう。わか国では，最も良質の木炭はウノ‘メガソから製炭された備艮炭とされ 

表 1-6 マングローブ構成師の利用 (続き)

稀 名 川 途

〃emzgm 煽ぎom 出 船材, 木ネ, 燃料f として用いられる。地 --に落ちた秤了に

は, 下痢の治療効果ありと伝えられる。樹液には毒f4あ り。

Lm'≧mzzem spp 隣 , 柱材 として利用。燃料材 としては良質てはない。葉の副

し薬は鷲 1「脂に用いると伝えられる。

N卿α‐nzば′cmヱふ 葉 は屋根葺 き材。若い葉 は, 巻 タハ コを巻 くのに用い られる。

樹液は, 砂糖 , アルコール, 酌の生産に利用 される。

0〃cospemm くい (杭), 家の支ネL 床材, 魚採取のための各種の文礼, 花
れgirlori““' は米飯に調味料 (ゾ【スニング) として加え られる。若 い果実

は砂糖煮とされ 芽は野菜として利用される。

尺虚飾のめ rQ spp 木材 , 魚採取用のステ ,ノキ, 杭 , 坑道の支柱材 , 燃料材 , 木

炭 , タンニ ン採取に利用 される。尺 'mcro'7似αの樹皮の日Rし

薬は, 血腫, 下痢, 赤痢, ハンセン氏病に用いると伝えられ

る。支社根の樹皮と果実の汁は, 蚊の忌避剤 (リペレント) と

して利用される。果実からワイン, 花の酸から蜂蜜か牛建され

る。

Scypためれo′口 棚の支社, 道具の柄, 燃料材として用いられる。
/が drop/7y/Zqce α

Sのme 川棚 spp 厚い板材 , 箱ヰィ, 唯材 , 燃料材 として用い られる。

S α妙α 良質てはない木材や燃料材として利用。通気根は, 魚釣りの厚

さとして利用される。柴は家畜の飼料。

S mseo 殻“も 果実は食用。樹液は化粧水。葉は[11千の飼料。良質のバルブ

ネオ。

S OUQZα 果実は食用。また, 果実は捻挫の湿布薬としても用いられる。

発酵したジュースは, 大量出血の抑制効果かあると言われる。

X 彩りcα功 z′sspp 木材 (特に X momcce ′7szふは高価)。 燃料材 としては良質て

はない。家具材 , タンニン。種子か らのオイルは, ローソクni1

や整髪料。樹皮の熱し薬はコレラに用いられる。鉛筆材。根は

天然の彫刻品。

ハksomkoac(1987) より引用 (一部改号)

とをとっくに知 っていたのである。

3) 木炭としての利用

マンクローブの林産的な利用の最も重要なものは, 製炭材としての利用てあ

ろう。わか岡では, 最も良質の木炭はウパメガンから製炭された備長炭とされ



12 

る。しかし，フタハナヒルギ（Rhizophora apicutata）をはじめとするヤエヤマ 

ヒルギの仲間やオヒルキなどから製炭される木炭は，備長炭にも負けすとも劣 

らない良質の木炭である。近年，それらの木炭か日木にも輸入されマングロー 

ブ備長炭，南洋備長炭などとしてスーパーマーケットなとで売られている。 

1996年のタイ南部での聞き取り調査では，半円形の炭窯（高さ3m,直径12 ni) 

に150t の原木を立て込み，約45日後に30 t の木炭を取り出すとのことであっ 

た。製炭された木炭の巾で比較的細くて最良質のものかタイ国外への輸出用， 

中級品か国内の大部市に移出され，残った木炭か地元I肖費用に販売されてい 

た。 

タイてもマンクローブ林の過剰な伐採により，木炭として製炭可能なマンク 

ローブ材の直径か小さくなったり，伐採許可を与えていない林分ての盗伐なと 

も行われることから，政府はマンクローブ林の伐採禁止に動いている。しかし 

なから，マングローフ材の木炭としての利用は，伐採方法と伐採量を問違わな 

ければ，森林資源の持続可能な利用法なのである。換言すると木炭は本来なら 

は推奨されるへき森林資原の利用法，マングローフ資原の持続可能な利用方法 

のーつといえるはずてある。 

ちなみに，大蔵省の輸入統引から計算すると，わか国木炭の輸入量は年間約 

66カtで，その約18％の1.2 万I:かイントネシア，マレーシアなどからのマン 

クローフ木炭とされる。 

5 マングローブ生態系の重要性 

1) マンクローフ林の現存量 

マンクローブ林の現存量はどれくらいなのであろうか。K om 1 yam a ら 

(1986）はイントネシアのハルマヘラ島て調査し，地上部現存量は169 1-4364 

Uha で，地下部の根系が385-' 191.6 t/haと報告している。また，中須賀 

(1979）は沖縄のマンクローフ林の地上部現存量を訂しく調査しメヒルギ林で 

71 8 t/ha，オヒルキ林で102 7'-'llS t/ha，ヤエヤマヒルギ林て1853 t/ha（支柱 

根180t/ha）と報告した～ Clough (1992）によるとオーストラリア北部デイン 

トリー川流域での良く発達したフタバナヒルギとヤエヤマヒルキか優占した林 

分の地上部現存量は264'-'Ill i/ha であると報告している。 

熱帯広菓樹林の平均現存量か192 t/ha (Brown at at 1989）とされることか 

ら，よく発達したマングローブ林の現存量はそれらに勝るとも劣らないと考え 

　　

る。しか し, フタバナ ヒルギ (たれzzopれom αPzc“似α) をはじめとするヤエヤマ

ヒルギの仲間やオヒルキなどから製炭される木炭は,備長炭にも負けすとも劣

らない良質の木炭である。近年, それらの木炭が日本にも輸入されマングロー

ブ備長炭 , 南芹備長炭などとしてスーパーマーケ ッ トなとで売 られている。

1996年のタイ南部での聞き取り調査では,半円形の炭窯 (高さ 8m, 清祥 12m)

に 150tの原木を立て込み,約 45日後に 30tの木炭を取り出すとのことであっ

た。製炭された木炭の中で比較的細くて最良質のものかタイ国外への輸出用,

リー級品か国内の大都市に移出され,残った木炭か地元/肖費用に販売されてい

た。

タイてもマンクローブ林の過剰な伐採により, 木炭として製炭可能なマンク

ローブ材の直径か小さくなったり, 伐採計 nJを与えていない林分ての盗伐なと

も行われることから, 政府はマンクローブ林の伐採禁止に動いている。しかし

なから, マングローフ材の木炭としての利用は, 伐採方戊と伐採畠を間違わな

ければ,森林資源の持続可能な利用法なのである。換言すると木炭は本来なら

は指奨されるへき森林資源の利用法, マングローフ資源の持続可能な利用方法

の一つ といえるはずてある。

ちなみに,大蔵省の輸入統計から計算すると,わかr-]木炭の輸入量は年間約

66 力 tで , その約 18% の 1.2万 tがイントネシア, マレーシアなどか らのマ ン

クローフ木炭 とされる。

5 マング□- ブ生態系の重要性

1) マ ングローフ林の現存量

マ ンク ロー ブ林 の現存量 は どれ くらいな ので あろ うか。 Komlyama ら

(1986) はイントネシアのハルマヘラ島て調杏し, 地上部現存量は 1691~4364

t/ha で , 地下部 の根系 が 385~191.6t/ha と報 告 して いる。 また , 中須賀

(1979) は沖縄のマンクローフ林の地上部現存量を計しく調査しメヒルギ林で

718t/ha, オ ヒルギ林で 1027~115t/ha, ヤエヤマ ヒルギ林て 1853t/ha( 支社

根 180t/ha) と報告した。C1ough(1992) によるとオーストラリア北部デイン

トリ一月f流域での良く発達したフタバナヒルギとヤエヤマヒルギか優占した林

分の地上部現存量は 264~711L/ha であると報告している。

熱帯広葉樹林の平均現存量か 192t/ha(Brown 鑑α 1989) とされることか

ら, よく発達したマングローブ林の現存星はそれらに勝るとも劣らないと考え
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て差し支えないてあろう。 

2） 地ト部の有機物の蓄積 

1997年12月にわか国か議長国となり京都で気候変動枠組み条約第3回締約 

国会議(COP 3）か開催され，一酸化炭素の排出量をとの程度削威すへきかか 

議論されたことは記憶に新しい。この会議の模様か連日テレヒや新聞て報道さ 

れ，二酸化炭素排出削威量の成り行きを注日していたか，マンクローブ林の士 

壌巾の有機物蓄積量か取り上けられることはなかった。マンクローブ林の土壌 

巾の有機物蓄積量は過小評価できない。東北学院大学の宮城豊彦教授らはその 

ことに注日してマンクローフ林の地ド部をカーホンシンク （carbon sink）と 

してとらえ研究を進めている。 いつも水に浸った状態にあるマンクローブ林の 

地下部ては必すしも酸素か充分に供給されないので（嫌気状態），有機物か速や 

かに分解されずに泥炭に近い状態て厚く堆積する。 

前出のKomi yarn a らは地下部の根系の現存量を38 5-4916 1/ha と報告し 

ているか，根系たけではなく未分解の有機物の全量としてマングローブ林の地 

下部を測定するならは,地上部現存量以上の有機物，すなわち炭素を蓄積して 

いることになるはずである。宮城豊彦教授らのマングローブ生態系の有機物蓄 

積過程に関する研究の成果か，マンクローブ林の土壌中の炭素蓄積量を明らか 

にしてくれるのではと期待しており，地上部現存量ではなく，地ト部の有機物 

蓄積量（炭素蓄積量） からマングローフの軍要性を改めて考えることかできる 

のではないのだろうかと思っている。 

3） 防災機能 

マングローブ林は森林資原の生産の場として捉えることかてきるか，それ以 

上に重要な機能として，防災機能や水産資源の面養機能を挙けることかでき 

る。マンクローブ林の防災機能については，1998年7刀にパプアニューギニア 

で発牛した推定3,000 人の死者と報じられている串波や, 1991年にハンクラテ 

シュを襲ったサイクロンによる高波で推定138万人の死者かてたこと（バンク 

ラテシュてはサイクロンのために1960~ 1991年の30年間に約70.3万人の死 

者かでている）からも借岸林（侮岸林）としてのマンクローフ林の防災機能の 

重要性か推測できよう。バンクラテシュのガンシス河llを襲った1991年のサ 

イクロンの直後からコンクリート製のサイクロンシェルターの建設か進められ 

たか, コンクリート製サイクロンシェルターではなく，積極的にマングローブ 

林の保全とマンクローブの植林をすへきであると思ったのは筆者…人たけでは 

　　

て差し支えないてあろう。

2) 地卜部の有機物の蓄積

1997年 12月にわか国か議長国となり京都で気候変動枠組み条約第 3回締約

hJ公議 (COP3) か開催され,一酸化炭素の排出量をどの程度削械すへきかか

議論されたことは記憶に新しい。この公議の模様が連日テレヒや新聞て報道さ

れ, 二酸化炭素排出削歳量の成り行きを注門していたが, マンクローブ林の土

壌中の有機物蓄積量か取り上げられることはなかった。マンクローブ林の土壌

中の台機物蓄積量は過小評価できない。束」と学院大学の宮城豊彦教授らはその

ことに住旨 してマンクローフ林の地 ド部をカーホンシンク (carbon slnk) と

してとらえ研究を進めている。いつも水に浸った状態にあるマンクローブ林の

地下部ては必すしも酸素が充分に供給されないので (嫌気状態),有機物か速や

かに分解されずに泥炭に近い秋熊て厚く堆積する。

前山の Komlyama らは地下部の根系の現存量を 385~1916t/ha と報告し

ているか, 根系たけではなく未分解の有機物の全量としてマングローブ林の地

下部を測定するならは,地上部現存量以上の角機物,すなわち炭素を蓄積して

いることになるはずである。宮城豊彦教授らのマングローブ生態系の有機物蓄

積過程に関する研究の成果か, マンクローブ林の土壌ヰ」の炭素蓄積量を明らか

にしてくれるのではと期待しており, 地上部現存量ではなく, 地卜部の有機物

蓄積量 (炭素蓄積量) からマングローブの軍要性を改めて考えることができる

のではないのだろうかと思っている。

3) 防災機能
マングローブ林は森林資源の生産の場として捉えることかてきるか, それ以

上に重要な機能として,防災機能や水産資源の函養機能を挙げることかでき

る。マ ングローブ林の防災機能については,1998 年 7月にパ プアニューギニア

で発斗しずこ推定 3,000人の死者と報じられている津波や,1991 年にバンクラデ

シュを襲ったサイクロンによる高校で推定 138万人の死者かてたこと (バンク

ラテシュてはサイクロンのために 1960~1991 年 の 30年間に約 70.3万人の死

者かでている) からも伯岸林 (侮岸林) としてのマンタローフ林の防災機能の

重要性が推測できよう。バンクラテシュのガンシス河打を襲った 1991年のサ

イクロンの直後か らコンクリー ト製のサイクロンシェルターの建設か進め られ

たか , コンク リー ト製サイクロンシェルターではなく, 積極的にマ ングローブ

林の保全とマンクローブの植林をすへきであると思ったのは筆者一人たけでは



I4 

なかったはずである。 

4） 水産資源の涵養機能 

わか国の森林には「魚付き林」 という区分かある。マンクローブ林は図I -2 

で模式的に図示したように，海水か満ちた満潮時に海になってしまうのである 

から「魚付き林」そのものと考えることかできる。諸喜田（1994）はマングロー 

フを含む塩性湿地をそこに棲む水生動物の空間的な広かりを考慮し ーマンク 

ローブ林内」，「外干潟」 と 「水路」 に区分している。それら区分された場所は 

さらに幾つかに区分され，それぞれ棲息している水生の大型動物の種類も異 

なっている（表1 7）。 

陸Lの森林では林床の落葉落枝の分解者としてトヒムシ，ヤスデなどの虫た 

ちか重要な役割を巣たしている。しかし，満潮時に侮水か満ちてしまうマンク 

ローブ林の林床に虫たちは棲めないので，それに代わって長さか10cm 以上に 

も達するキハウミニナや菜食性のカニたちかその役月を果たしている。マンク 

ローブの林床にも落ち葉や種子を食べて分解する分解者かいるのである。 

分解者かいるとそれを捕食する捕食者か，そしてさらに大型の捕食者もいる 

のてあるか，マンブローフ林内の支柱根，膝根（後述）なとか複雑にからみ合っ 

た根の周辺は,大型の捕食者から小型の水生動物を守ることか可能な絶好の 

ジャングルシムである。小型の水生動物にとっても大型の水生動物にとっても 

マンクローフ林は餌場であり，隠れ家になっている。熱帯の沿岸域や河口域の 

食物連鎖の重要な源のーつかマングローフてあり，図I -3 に示したShokita 

(1985）の描いた西表島浦内川の河口域での食物連鎖がそれを端的に表してい 

る。沖縄の古い言い伝えに 「山ヌハギイヌ，海ンハギイン」 というのかあり， 

「山か剥けると，海も剥ける」という意味である。北海道で起こっている－磯焼 

け」や，三陸海岸ては沿岸水産資源の減少を山に広葉樹を植栽することで防止 

哀驚「 
Uと多 

図1-2 サノコ礁から陸ト植物群落までのうつりかわり 

（出雲公二原図） 

　　

なかったはずである。

4) 水産資源の揃養機能

わか1た1の森林には「魚付き林」という区分かある。マンクローブ林は図 1-2

で模式的に図示したように,海水か満ちた満潮時に海になってしまうのである

から「魚付き林」そのものと考えることかできる。諸喜田 (1994)はマングロー

フを含む塩性湿地をそこに棲む水生動物の空間的な広かりを考慮し「マング

ローブ林内」,「外干潟」と「水路」に区分している。それら区分された場所は

さらに幾つかに区分され, それぞれ棲息している水生の大型動物の種類も異

なっている (表 1‐7)。

陸 r-の森林では林床の落葉落枝の分解者としてトヒムシ, ヤスデなどの虫た

ちか重要な役割iを果たしている。しかし, 満潮時に侮水か満ちてしまうマング

ローブ林の林床に虫たちは棲めないので, それに代わって長さか 1ocm 以上に

も達するキハウミニナや菜食性のカニたちかその役目を果たしている。マンク

ローブの林床にも落ち葉や種子を食べて分解する分解者かいるのである。

分解者かいるとそれを捕食する捕食者か, そしてさらに大型の捕食者もいる

のてあるか,マンプローブ林内の支社根,膝根 (後述)なとか複雑にからみ合っ

た根の周辺は, 大型の捕食者から小型の水生動物を守ること力ゞ 可能な絶好の

ジャングルシムてある。小型の水生動物にとっても大型の水生動物にとっても

マンクローフ林は餌場であり, 隠れ家になっている。熱帯の沿岸域や河口域の

食物連鎖 の重要な源の一つかマ ングローブてあり, 図 1一3 に示 した Shok・ta

(1985)の描いた西表島浦内川の河口域での食物連鎖がそれを端的に表してい

る。沖縄の , い言いィ五えに 「1月ヌハギイヌ, 海 ンハギイン」 というのかあり,

「山か剥けると, 海も剥ける」という意味である。北海道で起こっている「磯焼

け」や,三陸海岸ては沿岸水産資源の減少を山に広葉樹を植栽することで防止

※礁手写キー"F月 言と多

図 1…2 サノコ礁から陸←植物群落までのうつりかわり

(出雲公二原図)
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表I -7 マンクローブ‘地における大甲動物の生店中間のタイプとそこにすむ代表挿 

ヒオトープ（月叫話岡） 代 表 押 

マンダロープ 
(U'刈 

タイドプール 

膚や水路餌の境 

キバウ●ニナ，センニンガイ 

オキナワアナシャコ，テノボウェヒ類 

クルマユヒ風 テナカエビ気 ハセ現 

ポ’類 

スネナカエヒ，ハゼ類 

カンギク，ノオマネキ頬 

木 空中 集・枝・幹上， 

樹皮下空“ 

ウズラタマキ匕 カの幼虫 ィワカキ煩 

空中と水中の境 トヒハIt類 

水It●枝・幹L 支的 フPツ求航 カキ蝋 マクガイ 

根，ほふく根等 

枯れ木 外 ヒロクチカノコカイ． ドロアワモチ級 

内 ゴカイ頬，ギン求頬 

外干再 

水 路 

オカガニ類，オカヤトカリ類 

イボウミニナ， ミナミコメツキガニ， ン 

オマネキ瓶 

内 層 リュウキ昌ウサクラガイ，ゴカイ敏 

諸喜旧（1994）から・－部改勾引川 

ウンエピ， ノコギリガサミ頭， ハゼ鼠 

求ラ頬 

しようという試みかなされているか，「山ヌハギイヌ，海ンハキイン」はまさに 

そのことをSい当てている。私たちはこれを英語て「No Forest on the land, no 

flsh in the seaJ（山に木かなくなると，海に魚かいなくなる）とか．ェビ養地 

の現場では「No foiest on the Land, no shrimp in 加seaJ（山に木かなくな 

ると，エピかいなくなる）と表現し世界に広めている。 

6 現状と減少 

I) 議少を単純に面積で書き表せない即由 

国別のマンクローブ林の面積は表1 -4 に示したか，世界のマンクローフの分 

布状況を網精した最新の山版物は，国際マングローブ生態系協会（ISME）か巾 

心になり，わか国外務省と国際熱帯木材機関(ITTO）からの資金助成によって 

表 1 7 マンクローブ僻地における大型動物の生殖空間のタイプとそこにすむ代表姉

代 表 姉

表 層
内 層
′J＼水路

タイ ドプール

海や水路側の境

キノもク ミニ ナ , セ ンニ ンガ イ

オキナワアナシャコ, テ ノポウェ ヒ類

クル マ エ ヒ類 , テナ カ エ ビ類 , ハ セ類 ,

ボラ類

スネナカエ ヒ, ハゼ類

カンギク, ノオマネキ類

木 空中 葉 ・枝 ・幹上 ,

樹皮下,空洞

空中と水中の境

水中 枝 ・幹上, 文科

根, ばふく根等

ウズラタマキ ビ, 力の幼虫 , イワカキ類

枯れ木 外

内

ヒロクチカノコカイ, ドロアワモチ類

ゴカイ類 , ギ ンポ類

陸地の境

表 層

内 層

ウ ンエ ビ , ノ コギ リガ サ ミ頚 , ハ ゼ類 ,

ポラ類

諸喜IH(1994) から--部改当引用

しようとい う試みかなされているか,「山ヌハギイヌ, 海 ンハキイン」はまさに

そのことを白い当てている。私たちはこれを英語て「Noforestonule land, no

hsh ln thesea」(山に木かなくなると, 海に魚かいなくなる) とか, エビ養殖

の現場では 「No folcst on the land,noshrlmplnthe sea」(山に木かな くな

ると, エビかいなくなる) と表現し世界に広めている。

6 現大と減少

1) 減少を単純に面積で書き表せない理由

国別のマ ンクローブ林の面積 は表 1…4 に示 したが, 世界のマ ンクローフの分

布状況を網羅した最新の出版物は,国際マングローブ生態系協会 (ISMB) か中

心になり,わか国外務省と国際熱帯木材機関 (ITTO) からの資金助成によって
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図1 -3 沖縄のマンクローブか分布する可口域での食物連鎖（矢印は食物の流れを 

示す） 

1 ヤェヤマヒルギ, 2 菓，3 破IL 4 細菌類，5 原生動物，6 微小底生生 

物（メイオヘントス）' 7 動物プランクトン，8 何川起源の有機物，9 昆虫 

類， 10 ス不ナガェヒ， ii テノポウエヒ頬， 12 ンオマ不キ類, 13 ミナミア 

シハラカニ， 14 ソメナカョコハサミ， 15 多毛類， 16 キバウミニナ， 17 ン 

レナンゾミ， 18 藻類， 19 ノコギリガサミ， 20 ゴマアイゴ，21 リュウキュ 

ウトロクイ， 22 ホラ類， 23 ユゴイ類， 24 ミナミクロダイ，25 ミナミトヒ 

ハゼ，26 サメ類I 27 シギ類(Shokita 1989 より一部改町して引用） 

印刷されたWorld Mangrove Atlas (1997年）てある。 このWorld Man 

grove Atlasか出版されるまては，1983司に国際自然保護連合（IUCN）か且り坂 

した“GIobal Status of Mangiove Ecosystems'’に記載されている国別や地域 

別のマンクローフ林の面積を用いることか多かった。 

この1983年の国際自然保護連合の報告と，国際マンクローブ生態系協会の 

出版物の数字を単純に比校することはできない。その理由は, 1983年当時にマ 

ー ゞ 2 3

27 7 ＼ ‐ 21

図 1一3 ′中縄のマンクローブか分布する河n域での食物連鎖 (久1:nは食物の流れを

示す)
1 ヤエヤマヒルギ,2 集,3 破片,4 細菌類,5 原生動物,6 微小底年生
物 (メイオヘントス),7 動物プランクトン,8 河川起源の有機物 ,9 昆虫
類 ,10 スネナガエヒ,11 テ ノポウェヒ類 ,12 ンオマネキ類 ,13 ミナ ミア

シハ ラ カ ニ ,14 ソ メ ナ カ ョ コハ サ ミ,15 多 毛類 ,16 キ バ ウ ミニ ナ ,17 ソ

レナソゾ ミ,18 藻類 ,19 ノコギ リガサ ミ,20 ゴマアイゴ,21 リュウキュ

ウ トロクイ,22 ホラ類 ,23 ユゴイ類 ,24 ミナ ミクロダイ,25 ミナ ミトヒ

ハゼ ,26 サメ類 ,27 シギ類 (Shok・ta l989 より一部故写 して引用 )

印刷 された World Mangrovc Atlas (1997 年 ) てある。 この World Ma 作

groveAtlas か出版されるまては,1983 年に国際ロ然保護連合 (IUCN) か出版

した“G1obaI Status of Manglevc Ecosystem ぎ に記載 されている国別や地域

別のマ ンクローフ林の面積を用いることか多か った。

この 1983年の国際自然保護連合の報告と, 国際マンクローブ生態系協会の

出版物の数字を甲純に比較することはできない。その理由は,1983 什当時にマ
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ングローブ林に算人された面積と，1997年に算人された面積か同一基準でな 

かったからである。ヘネスエラを例に挙けると，1983年に報告されたマンク 

ローブ林の面積は673,600 ha てあるか，この面積にはマンクローブ林の後背地 

として広かる淡水湿地が含まれていた。 ヘネズェラの1997年のマンクローブ 

林の面積は250,000 ha てあるから，単純に数字だけ見ると約40万ha以上の滅 

少になってしまう。同様の例は多くの国々てもみられ，マングローブ林の減少 

を数字で表すことは决して容易ではない。その巾で，正確な威少面積とその理 

由を報告している国のーつかタイである。 

2） タイての減少とその理由 

タイでのマングローブ林の威少を図I -4 に掲けた。 タイでは1961-1990 イ j 

の30年間に19万ha， 東京都の面積の90％に匹敵する面積のマンクローブ林 

か減少した（Kongsangchai 1994)。その理山は図1 -5 に示した通りエヒ養殖 

池の建設を含む水産養殖のためか約65％であった（Aksornkoae 1993)。換言 

すると，わか国やシンガポール，香港，台湾などか輸入しているクルマエピ属 

（年）A  
1961  

1975
1 

1979  

1986 

1991  

~ 

部叩00 

312,700 

287,aoo 』 
196,4297) 

173 ,608 り 
00,000 200,000 300,000 400,000 

面積 

図I -4 タイにおけるマンクローブ林の面積の推移 

‘合晶里 

：か 

塩田スズ採掘 
6% 3% 

水岸養殖 
65% 

図［ 5 タイのマングローブ林の威少理由とその割合 

　　

ングロープ林に算人された面積と,1997 年に算人された面積か同一鼠準でな

かったからである。ヘネスェラを例に挙げると,1983 什に報告されたマンク

ローブ林の面積 は 673,6001・a てあるが , この面積 にはマ ンクローブ林の後背地

として広かる淡水湿地が含 まれていた。ヘネズェラの 1997 年のマンクローブ

林の面積は 250,oooha てあるから,単純に数字だけ見ると約 40万 ha以上の減

少になってしまう。同様の例は多くの国々てもみられ, マングローブ林の減少

を数字て表すことは決して容易ではない。その中で, 正確な減少面積とその理

由を報告している国の一つかタイである。

2) タイての減少とその理由

タイでのマ ングローブ林の城少を図 工‐4 に掲げた。 タイでは 1961~1990 年

の 30年間に 19万 ha, 東京都の面積の 90% に匹敵する面積のマンクローブ林

か減少 した (Kongsangcha1 1994)。 その理由は図 1一5 に示 した通 りエ ヒ養殖

池の建設を含む水産養殖のためか約 65% であった (Aksornkoae l993)。換言

すると, わが岡や シンガポール, 杏港 , 台湾などが輸入 しているクルマエビ属

面積 (ha)

図 14 タイにおけるマンクローブ林の山積の推移

水蒔養殖

塩田スズ採掘
6% 3%

図 1‐5 タイのマ ングローブ林の減少理由とその割合
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のブラックタイガーやホワイト，イエローなどと呼はれる冷凍ェピのためにマ 

ンクローフ林かなくなっていたともいえるのである。 

3） マンクローフ林の土壌 

マンクローブ林の士壌は酸性硫酸塩士壌と呼はれている（久馬1986）。上壌 

中では複雑な過程の反応か起こっているのであるか，久馬（前出） の論文の主 

旨を要約すると「海水には約2,650 ppm のso声すなわち，11中に2 65 g の硫 

酸根が存在していることから， この硫酸根かマンクローブ土壌中に蓄積される 

ことになる。その堆積物か陸化し，脱水・熟成過程に入り， しかも微生物に 

よってその反応が促進されると急激に5Q42－を遊離し，時に土壌か硫酸で酸性 

化される」 と理解できるような気かする。硫酸で土壌か酸化されるのであるか 

ら，マンクローブ土壌の取り扱いを間違い，人工的に掘り上けて（人上的な陸 

化），水の供給を止め土壌化を促進すると，時にはpH 3以下の強酸性の土壌と 

なってしまうこともある。 

このことをェビ養殖池にあてはめると，エビ池の土手の盛り土はマンクロー 

ブ林の土壌を掘り上けたものであるから，牢気に触れると急激に土壌か酸化す 

ることになる。またェヒ池もユビを捕獲するために水を抜き，その後しはらく 

土壌を乾燥させることか一般的であるから，ここでも上壌の酸化を促進するこ 

とになる。このようは急激な酸化でpH3以下の強酸性の土壌になってしまう 

と植物のみならず，ェビも棲むことかできなくなってしまう。エヒの養殖池だ 

けがマソグローブ林破壊の元凶ではなく，農業用地への転換，住宅・工場用地 

への転換，それに過剰な伐採（過伐）なとによってマングローブ林か失われて 

いるのてあるか（図I -5 参照），原因はとうあっても，マングローブ林か失われ 

ていることは事実である。 

緑豊かなマングローブ林かあった時には多くの人々かマンクローフ林に住 

み，そこで魚，カニや貝などを獲ったり，燃料材を採取していたのてある。 

わか国に住んていると， 日常的にマンクローブ林を目にすることはできない 

かもしれない。しかし，マンクローブの材から製炭された木炭を使い，フラノ 

クタイカーで代表される輸入冷凍ェビを食べている私たちであるから，マンク 

ローブの植林盾動を通じてマンクローブ生態系を再生し，その豊かな生態系を 

次の刊代，また次の世代へと残すことに少しでも役に立つことかできたらと考 

えたいものである。 

　　

のブラックタイガーやホワイ ト, イエローなどと1呼はれる冷凍エ ビのためにマ

ンクローフ林かな くなっていたともいえるのである。

3) マ ングローフ林の土壌

マンクローブ林の土壌は酸性硫酸塩土壌と呼はれている (久馬 1986)。上填

中では複雑な過程の反応か起こっているのであるか, 久馬 (前山) の論文の主

旨を要約すると「海水には約 2,650ppm の SOF- すなわち, 耳中に 265g の硫

酸根が存在していることから, この硫酸根かマングローブ上壌中に蓄積される

ことになる。その堆積物か陸化し, 脱水・熟成過程に入り, しかも微生物に

よってその反応が促進されると急激に S042-を遊離し, 時に土壌か硫酸で酸性

化される」と理解できるような気かする。硫酸でL壌か酸化されるのであるか

ら, マンクローブ土壌の取り扱いを間違い, 人工的に掘り上げて (人工的な陛

化),永の供給を止め土壌化を促進すると,1特には pH3 以下の強酸性の土壌と

なって しまうこともある。

このことをエ ビ養殖池にあてはめると, エビ他の土手の盛 り1 はマンクロー

ブ林の土壌を掘り上げたものであるから,空気に触れると急激に土壌か綾化す

ることになる。またエヒ池もエビを捕獲するために水を抜き, その後しはらく

土壌を乾燥させることか一般的であるから, ここでも上垣の酸化を促進するこ

とになる。このようは急激な酸化で pH3 以下の強敵性の土壌になってしまう

と植物のみならず, エビも棲むことができなくなってしまう。エヒの養殖池だ

けがマングローブ林破壊の元凶ではなく, 農業用地への転換, 住宅・工場用地

への転換, それに過剰な伐採 (過仮) などによってマングローブ林か失われて

いるのてあるか (図 1-5 参照 ),原因はとうあっても, マ ングローブ林が失われ

ていることは事実である。

緑豊かなマングローブ林があった時には多くの人々かマンクローフ林に住

み, そこで魚, カニや具などを獲ったり, 燃料材を採取していたのてある。

わか四に住んていると, 臼常的にマングローブ林を目にすることはできない

か もしれない。 しか し, マングローブの材か ら製炭 された木炭を使い, フラン

クタイカーで代表される輸入冷凍エビを食べている私たちであるから, マンク

ローブの植林活動を通じてマングローブ生態系を再生し, その豊かな生態系を

次の和代, また次の世代へと残すことに少しでも役に立つことかできたらと考

えたいものである。


